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というのも、先生が何とかひねり出したものである。センター長である間は第 1 〜 3
回のセミナーに参加いただき、文化人類学者の視点から貴重な発言もしていただいた。
文化人類学ではあまり盛んではないと言われている物質文化の研究に乗り出している
鏡味先生の研究にも、ものが人を動かす一例の考察としての本書がいくばくか役に
立つことを願う。
　中村先生は初代センター長で、人文系の学問が置かれた「危機」を常に広い視野で
認識し、それを現行の制度の中でどのように持続させるかに腐心していると勝手に解
釈している。あまりにもその手腕に優れていることから大学の要職にも引っ張られて
しまったため、「最近全然勉強していない」ともこぼされており、本書を読む時間も
すぐには取れないか、もしくはこの先も読むことはないかもしれないが、本来的には
中村先生が好きで得意と思われる「勉強」の時間が取れれば本書にも目をとおすこと
を願わざるを得ない。そもそもセンターがなければ本書も生まれていない。感謝の意
を表したい。
　そのほか、以下の方々には本書に関連する文献のご教示、テープ起こし、読書会へ
の参加、セミナー当日のアシスタント、広報への協力、金沢を離れ東京で開催したセ
ミナー第 4 回の会場手配等々で多大なご協力をいただいた。記して感謝申し上げたい
（順不同）。
　渋谷　綾子、松田　陽、石村　智、瀬口　眞司、野口　淳、有村　誠、山藤　正敏、
x山形　眞理子、秦　小麗、伊藤　梢、五木田　まきは、福井　理恵、小竹　望、荒井　
恵梨子、井上　智恵子、酒井　悠香、間渕　明日香、遠藤　理子、梶間　周一郎、谷
川　竜一、戸田　穣、野澤　豊一、松村　恵里、田村　うらら、碇　陽子、米田　洋
恵、若林　典子
